
　新年挨拶
　第４８回斑鳩町社会福祉大会を開催しました
　出前講座　eスポーツ体験講座をご利用ください  
　ボランティアグループの登録について  
 「まごころドライブ」にご協力をお願いします  
　赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました  
　社会福祉協議会会員にご加入をお願いします 
　聞こえのサポーター養成講座　参加者募集     
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▲斑鳩南中学校の赤い羽根共同募金運動
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
斑
鳩
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
諸
活
動
へ
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
取
り
組

み
、
斑
鳩
町
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

み
な
さ
ま
に
は
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
１
月
に
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
、
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
に
は
気
象
庁
が
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）

を
発
表
し
ま
し
た
。
注
意
措
置
は
解
除

さ
れ
た
も
の
の
、
今
後
南
海
ト
ラ
フ
地

震
へ
の
一
層
の
警
戒
が
必
要
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
災
害
発
生
時
に

必
要
に
応
じ
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
・
運
営
を
担
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
社
協
の
役
割

の
一
つ
で
あ
る“

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト”

力
を
発
揮
し
、
住
民
の
皆
様
や
様
々
な

機
関
と
連
携
の
も
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、平
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
間
の
連
絡
調
整
や
地
域
の
福
祉

活
動
団
体
の
円
滑
な
運
営
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
こ
と
で
、
住
民
の
み
な
さ
ま
や

様
々
な
機
関
と
の
関
係
づ
く
り
を
強
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
の
干
支
「
巳
年
」
は
、
蛇
は
古

代
か
ら
再
生
や
永
遠
の
象
徴
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対

し
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
会
の
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
が
み
な
さ
ま
方
に
と
っ
て
幸
せ
で
希

望
に
満
ち
た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新 
年 

挨 

拶

社
会
福
祉
法
人 

斑
鳩
町
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
中 

西 

和 

夫

　
令
和
６
年
９
月
７
日
、
第
48
回
斑
鳩
町
社

会
福
祉
大
会
を
斑
鳩
町
総
合
保
健
福
祉
会
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
大
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
啓

発
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
が
集
う
場
と

し
て
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
一
部

社
会
福
祉
推
進
功
労
者
表
彰

　
第
一
部
で
は
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
へ
表
彰
を
行
い
、
地
域
の
福

祉
団
体
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
活
動
さ
れ

た
６
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

第
48
回

　
斑
鳩
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲式典では中西会長より、表彰状と
　記念品が手渡されました

　
第
二
部
で
は
、
園
崎
秀
治
氏
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
園
崎
氏
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
い
ち

は
や
く
現
地
入
り
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
情
報
収
集
や
全
国
段
階
で
の
支
援

の
必
要
性
の
見
立
て
を
行
う
な
ど
、
い
ま
ま

で
に
１
４
０
箇
所
以
上
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
に
関
わ
ら
れ
、
防
災
、
減
災
活
動
、

被
災
地
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
能
登
半
島
地
震
の
現
地
で
見
た

被
害
の
様
子
や
、
発
災
か
ら
半
年
以
上
が
経

過
し
た
現
在
も
、
ま
だ
ま
だ
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
被
災
地
で
は
様
々
な
災
害
ニ
ー

ズ
が
発
生
し
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、登
録
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
「
調

整
し
、
つ
な
ぐ
」
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
災
害
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
、
備
え
る
た
め
に
も
共
助
が
機
能
す
る
地

域
づ
く
り
を
平
時
か
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
や
、
大
規
模
災
害
で
は
行
政
、
社
協

な
ど
の
職
員
自
身
も
被
災
者
に
な
り
な
が
ら

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
外
部
か
ら
の

支
援
を
受
け
入
れ
る
「
受
援
力
」
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
報
道
等
で
は
わ
か
ら
な

い
、現
場
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。」「
あ

ら
た
め
て
、
近
隣
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
大

切
さ
を
感
じ
た
。」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
二
部
　
講
演

  『
防
災
減
災
に
向
け
て

   

地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
』

講
師
　
園
崎 

秀
治
　
氏

　
　
　
　 

（
オ
フ
ィ
ス
園
崎
代
表
）

〜
能
登
半
島
地
震
の

　
　
　
　
　
実
際
を
ふ
ま
え
て
〜
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氏　名 所属団体

紀　勉

⻆井　宣昭

鈴木　洋二

身体障害者福祉協会

老人クラブ連合会

松本　圭市

山本　勉

辻　速夫
法隆寺第三団地地区
　　　福祉会

社会福祉事業
推進功労者表彰 
表彰者（敬称略）

　
第
二
部
で
は
、
園
崎
秀
治
氏
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
園
崎
氏
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
い
ち

は
や
く
現
地
入
り
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
情
報
収
集
や
全
国
段
階
で
の
支
援

の
必
要
性
の
見
立
て
を
行
う
な
ど
、
い
ま
ま

で
に
１
４
０
箇
所
以
上
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
に
関
わ
ら
れ
、
防
災
、
減
災
活
動
、

被
災
地
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
能
登
半
島
地
震
の
現
地
で
見
た

被
害
の
様
子
や
、
発
災
か
ら
半
年
以
上
が
経

過
し
た
現
在
も
、
ま
だ
ま
だ
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
被
災
地
で
は
様
々
な
災
害
ニ
ー

ズ
が
発
生
し
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、登
録
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
「
調

整
し
、
つ
な
ぐ
」
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
災
害
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
、
備
え
る
た
め
に
も
共
助
が
機
能
す
る
地

域
づ
く
り
を
平
時
か
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
や
、
大
規
模
災
害
で
は
行
政
、
社
協

な
ど
の
職
員
自
身
も
被
災
者
に
な
り
な
が
ら

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
外
部
か
ら
の

支
援
を
受
け
入
れ
る
「
受
援
力
」
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
報
道
等
で
は
わ
か
ら
な

い
、現
場
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。」「
あ

ら
た
め
て
、
近
隣
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
大

切
さ
を
感
じ
た
。」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
生
駒
郡
４
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
般
社
団
法
人
法
隆
寺
青
年
会
議
所
は
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
協
力
体

制
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
22
日
（
日
）
い
か
る
が
ホ
ー
ル

に
て
、
生
駒
郡
と
北
葛
城
郡
８
町
の
行

政
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
法
隆
寺
青
年

会
議
所
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ

い
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
連
携
が
で
き

る
の
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に

は
被
災
地
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
広

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

災
害
時
に
、
被
災
地
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
り
開
設
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
拠

点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
被
災
者
の
困
り
ご
と
」
と
被
災

者
の
支
援
を
し
た
い
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

▲災害ボランティアセンター
　設置訓練（令和５年実施）

▲講演する園崎氏と手話サークル鳩の会の手話協力

一
般
社
団
法
人
法
隆
寺
青
年
会
議
所

「
あ
な
た
の
行
動
が
大
切
な
人
を
守
る
」

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
は
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斑鳩西小学校で
出前講座を行いました

心身障害者(児)ふれあいの集い・
身体障害者ふれあいの集いを
開催しました　総合的な学習の時間で車椅子体験と高齢者疑

似体験、福祉についての出前講座を行いました。
　体験や講義をとおして、お互いに助け合いな
がら暮らしていくために、自分たちにはどういっ
たことができるのかを学んでもらいました。

　心身や身体に障害のある方を対象に、外出の
機会と、参加者同士のふれあいや交流の場とし
て、ふれあいの集いを開催しています。
　今年は、滋賀県方面に向かい、秋の一日を過
ごしました。

車椅子体験では、車椅子▶
介助の仕方とリフト車の
体験をしました。

◀身近な地域にある「ふく
　し」のとりくみについて
　一緒に考えました。

心身障害者 (児 )ふれあいの▶
集いは、琵琶湖でクルージ
ングを楽しみました。

◀身体障害者ふれあいの集い
　は、近江八幡市で一堂に会
　しての食事を楽しみました。　

　　 令和６年
11月14日（木）
11月21日（木）

      令和６年
 8  月24日（土）
10月23日（水）

ご存じですか？『eスポーツ』
　e スポーツとは、コンピューターゲームやビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉えたも
のです。若い世代から人気を集める一方、最近では高齢者福祉施設などでもレクリエーションに取り入
れられるなど、幅広い年代が楽しめるものとなっており、シニア世代のフレイル予防にも効果があると
されています。

社協出前講座　
eスポーツ体験講座を
始めます！

　e スポーツを活用して、身近な通いの場で仲間とつながりながら、楽しく活動（社会参加）する場所
づくりを進めることを目的に、eスポーツの体験講座を行います。（約 1時間）
 e スポーツを体験したいという方はお気軽にご相談ください。

　　対　　象　　　おおむね 60歳以上の方　10名程度
　　費　　用　　　無料
　　申込方法　　　社会福祉協議会窓口にてお申込みください
　　そ の 他 　　 出前講座の実施には、屋内の会場と映像を
　　　　　　　　　映すためのスペースが必要になります。

NEW
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
つ
い
て

　
本
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
す
で
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
グ
ル
ー

プ
も
年
１
回
の
更
新
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

登
録
要
件

・
住
民
主
体
の
運
営
や
活
動
で
、
自
発
的
、
公
益
的
、
非

　
営
利
で
あ
る
こ
と

・
活
動
拠
点
や
活
動
範
囲
が
斑
鳩
町
内
で
あ
る
こ
と

・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
及
び
会
員
の
３
分
の
２
以
上
が
斑
鳩

　
町
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

・
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

新
規
登
録
に
必
要
な
も
の

・
会
員
名
簿
、
会
則
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
資
料

・
情
報
シ
ー
ト
（
本
会
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
）

登
録
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
窓
口
（
保
険
料
は
自
己
負
担
）

・
活
動
の
周
知
や
メ
ン
バ
ー
募
集
の
協
力

・
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
活
動
を
し
た
い
人
を
繋
げ
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

　
　
　
　
　
登
録
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は
、
活
動
中
の
ケ
ガ

の
補
償
や
、
偶
然
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
に
対

す
る
保
険
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
起
こ

る
様
々
な
事
故
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
安
心
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

《
加
入
で
き
る
人
》

・
斑
鳩
町
内
を
主
な
活
動
場
所
と
し
て
い
る

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

※

新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
す
る
団
体

　
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
斑
鳩
町
に
居
住
し
て
い
て
、
災
害
の
被
災
地
で
の

  

復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
な
ど

　
　《

補
償
期
間
》

令
和
７
年
度
の
活
動
保
険
の
補
償
期
間

・
本
年
３
月
31
日
ま
で
に
加
入
手
続
き
が
完
了
し

  

た
場
合

  

令
和
７
年
4
月
1
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日

・
年
度
途
中
に
保
険
加
入
す
る
場
合

  

加
入
手
続
き
完
了
日
の
翌
日
〜
令
和
８
年
３
月
31

  

日

※

前
年
度
に
加
入
の
保
険
は
更
新
さ
れ
ま
せ
ん
。 

あ

   

ら
た
め
て
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

   

注
意
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
の
活
動
保
険
は
、
令
和
７
年
２
月
３
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す

《
保
険
料
・
１
名
分
》

　
基
本
プ
ラ
ン　
　
　
　
　
　

  

３
５
０
円
／
年
額

　
天
災
・
地
震
補
償
プ
ラ
ン     

５
０
０
円
／
年
額

※

天
災
プ
ラ
ン
は
、
基
本
タ
イ
プ
の
補
償
内
容
と

　
あ
わ
せ
て
、
天
災
（
地
震
・
噴
火
・
津
波
）
時

　
の
ケ
ガ
の
補
償
と
な
り
ま
す
。

《
補
償
の
例
》

・
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
骨
折
に
と
も
な
う
入
院

・
活
動
中
に
ケ
ガ
を
し
て
、
病
院
で
受
け
た
治
療

・
活
動
場
所
の
器
具
の
破
損
に
よ
る
賠
償
責
任
な
ど

・
活
動
中
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て
も
補
償
の

  

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
加
入
手
続
き
の
流
れ
》

①
本
会
窓
口
で
保
険
加
入
の
申
込
用
紙
を
ご
記
入

　
く
だ
さ
い
。
団
体
の
場
合
は
、
加
入
者
の
氏
名

　
と
年
代
の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
別
途
名

　
簿
を
作
成
し
て
い
る
場
合
は
代
用
で
き
ま
す
。）

②
加
入
さ
れ
る
人
数
分
の
保
険
料
を
現
金
で
お
支

　
払
い
く
だ
さ
い
。

③
加
入
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
裏
面
が
保
険
受
領

　
証
に
な
り
ま
す
。

■
活
動
者
の
保
険
の
ほ
か
に
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

　
の
参
加
者
を
対
象
と
す
る
行
事
保
険
も
あ
り
ま

　
す
。
詳
し
く
は
本
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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　まごころドライブ（フードドライブ）は、家庭で使われずに眠っている食料品や生活用品を持
ちより、必要な人に届ける取り組みです。ご提供いただいた物資は、町内の困りごとを抱えてい
る子育て世帯の支援等に活用します。みなさまのご協力をお願いします。

　生活面の不安や心配事の解消に向けたお手伝いをします。仕事や収入、体調などに不安のある方や、
そのご家族、お知り合いなど、ご本人以外の相談も可能です。

 「みんなの居場所」は地域の身近な居場所であることを目指しています。
　お茶を飲みながら「何気ないおしゃべり」や「誰に話せば良いかわからない悩みごと」まで、幅広
いお話に寄り添うための場所です。
　　例えば…　・相談するほどではないけれども、ちょっと話を聞いてもらいたい。
　　　　　　　・身近に話し相手がいないので、誰かと話をしたい。
　　　　　　　・悩み事があって、話を聞いて一緒に考えてほしい。
　　　　　　　・お金に困っているけれど、どこに相談していいかわからない。
　　　　　　　・時間ができたので、何か自分にできる活動がしたい。

まごころドライブで集まった物資をお困りの子育て世帯の方へ提供します！

米・飲料・レトルト食品・インスタント食品・即席めん・缶詰・乾物・菓子・生活用品
・食品は、未開封・破損がなく、常温保存が可能、賞味期限が2025年３月１日以降のもの。
・米は、収穫から３年以内のもの。
・生活用品は、未開封・未使用であり、破損や汚れがないもの。
※ご提供をお願いしたい物資については、在庫の状況により、受入を停止する場合もあります。

お申し込みは右の二次元バーコードからお願いします。 （受付期間２月３日（月）から２月14日（金））
※締切日に関わらず申込予定数に達した場合は、受付を終了させていただきます。

ご提供をお願いしたい物資

みんなの居場所

社会福祉協議会は福祉の総合相談窓口です！！
～ひとりで悩まず、まずは誰かに話してみませんか？～

～お困りごと・心配ごと・気になっていることはありませんか？～

■ 受付時間　月～金曜日（祝日・年末年始は除く）
　　　　　　午前９時～午後５時
■ 場　　所　生き生きプラザ斑鳩　社会福祉協議会
　　　　　　※来所することが困難な場合は、訪問させていただきます。

■ 日　時　令和7年2月7日(金)午後２時～午後４時（予約不要）
■ 場　所　生き生きプラザ斑鳩　会議室1
■ 対　象　斑鳩町在住の方 ■ 費　用　無料

　「もったいない」を「ありがとう」へ

ご協力をお願いします

ご家庭で余っている食料品や
生活用品などはありませんか？

受付期間　１月１４日（火）から１月３１日（金）

社協の職員
が相談をお
受けしてい
ます。
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斑鳩町法隆寺1-7-23斑鳩町法隆寺1-7-23

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
で
も
み
な
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
1
，6
7
1
，5
6
2
円

（
令
和
６
年
12
月
１
日
時
点
）
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
住
民
の
み
な
さ
ま
を
は

じ
め
、
学
校
や
企
業
、
官
公
庁
の
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募

金
会
に
納
付
さ
れ
た
あ
と
、
各
市
町
村
の
社
会
福

祉
協
議
会
や
福
祉
施
設
に
配
分
さ
れ
、
地
域
福
祉

活
動
や
福
祉
施
設
の
充
実
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

水
道
庁
舎
に
、
赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
と
は
、
飲
み
物
を
購
入

す
る
と
、
そ
の
売
上
の
一
部
が
、
共
同
募
金
に
寄

付
さ
れ
る
自
動
販
売
機
で
す
。

　

販
売
業
者
な
ど
が
、
売
上
に
応
じ
て
寄
付
を
行

い
、
地
域
の
福
祉
活
動
や
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
財
源
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

飲
み
物
を
購
入
す
る
だ
け
で
、
手
間
な
く
、
気

軽
に
社
会
貢
献
が
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
奈
良

県
内
に
1
5
0
箇
所
（
令
和
6
年
12
月
時
点
）
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

 ▲民生・児童員協議会のみなさまに
　街頭募金活動にご協力いただきました

有料広告募集
本会では、広報紙（いかるが社協だより）および車椅子昇降用リフト付マイクロバスの車体・
車内に掲載する有料広告を募集しています。お店や会社のPR等、暮らしに役立つ広告をお待ち
しています。詳細については、お問い合わせください。
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一般会費　１口　500円　　賛助会費　１口　5,000円
会費は以下のとおり活用しています
　一般会費　　●小地域福祉活動の推進　●福祉教育の推進　●ボランティア活動の推進
　賛助会費　　●社協運営費の一部

社会福祉協議会会員にご加入をお願いします
～あなたの会費が地域を支えます～

再生紙を使用しています この社協だよりは共同募金の配分金により作成しています

〒636－0142 生駒郡斑鳩町小𠮷田1－12－35　

（電話）０７４５－７４－５１２２
（FAX）０７４５－７４－５０１１

社会福祉法人

斑鳩町社会福祉協議会
本会が実施しているサービスへの
ご意見等の受付について

総務係 安井 まで
【担当】

善意銀行にご寄附ありがとうございます【令和６年８月１日～令和６年11月30日】

お預かりしたご寄附は、斑鳩町の福祉増進のために活用させていただきます。皆さまの善意をお待ちしています。

聞こえのサポーター養成講座　参加者募集

次回のいかるが社協だよりは 令和７年５月に発行します

　斑鳩町社協では地域福祉の推進を図っていくため「住民会員制度」を設けています。
　会員加入の際にいただいた会費は、さまざまな福祉活動を推進するための大切な資金になります。
　皆さまのご理解のもと、多くのご協力をいただきますようお願い申し上げます。

 様々な原因で耳が聞こえにくくなったり、聴力を失ってしまう方がおられます。そのなかに
は、コミュニケーションがうまくとれないことで悩みを抱える人もおられます。
「聞こえ」について悩む人への理解を深め、コミュニケーション方法など、講座を通して、
支援の必要性とサポーターの役割について学びます。
《日時・内容》　全４回　令和７年２月５日（水）・２月１２日（水）
                                                 　　　　　 ２月１９日（水）・２月２６日（水）
《時　　　間》　午後１時３０分～午後３時３０分
《場　　　所》　生き生きプラザ斑鳩
《定　　　員》　１０名　※定員になり次第、受付を締め切ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　また、申込みが３名以下の場合は、講座を開催しません。
《対　象　者》　町在住・在勤・在学の方
《講　　　師》　奈良県中途失聴・難聴者協会
《費　　　用》　１，１００円（税込）（テキスト・材料費）
《申込方法》　１月２４日（金）までに電話または窓口にてお申込みください。

北谷　文則　様 30,000円　　 斑鳩町身体障害者福祉協会
氏　　名 金額（円） 目的（払出先）


